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2022年度：業界横断EDIタスクフォース活動スケジュール
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（１）業界横断EDI仕様の国際標準化推進
		・国連CEFACT共通辞書の日本語版	整備（2022年版A版、2022年B版）。
・国連CEFACT共通辞書への追加・変更要求を提出。
　　　・国連CEFACT標準に準拠するコード表を整備する。
（２）業界横断EDI仕様の国内業界への展開
・国連CEFACT参照モデル（RDM：Reference Data Model）の国内実装検討。
・データ連携基盤ソフトウエアを整備し、メッセージデータモデル間のマッピン
グが容易に行える仕組みを構築する。
（３）金流商流情報連携基盤の推進
・全銀EDIとの連携推進。
（４）トレードファイナンス分野の調査
	・金流／商流／物流情報の接点となる「信用状（L/C）」と関連商流情報（Invoice、B/L）および物流情報（S/I）との連携につき調査。
（５）国内DXデータ連携基盤の調査
　　・国連CEFACT標準と国内DXデータ連携基盤との整合化研究。　
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